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る諸視点」を企画した。この研究会は 2006 年 9 月から 2008 年 3 月までに 4 回開催され、





置するものである。第三回にあたる 2007 年 7 の研究会にて、KEK の黒川眞一氏が、ヨル
















 報告者は黒川氏を介して SESAME のトゥカーン所長の秘書、ソニア・ファックース
（Sonia Al-Faques）氏とコンタクトを取り、8 月上旬に SESAME を訪問し、受け入れ地
アッラーンとの関係について調査をおこなう旨を伝えた。ソニア氏からは快諾を得、報告
者は自身の調査地であるイスラエル・ハイファ市での短期調査ののち、2008 年 7 月 31 日
にヨルダンに入国した。 





2008 年 12 月、「戦争と平和」国際ワークショップにおける発表 
 8 月におこなった調査の内容を、報告者は同年 12 月に開催された「戦争と平和」国際ワ
ークショップ“In Search for Nuclear Free World”における第三セッション、“Ethics of 
Scientists and Their Roles in Society”で発表した。報告者の前には、黒川氏が SESAME
の概要について紹介した。 

























2009 年 7 月、トルコ・イスタンブルにおける SESAME 所長との意見交換 
 報告者は「戦争と平和」国際ワークショップでおこなった発表をもとに、英文での報告
書を執筆し、これを携えて SESAME 所長のトゥカーン氏と意見交換をおこなうことにした。 

















2009 年 11 月、ヨルダンにおける SESAME 委員会会長との意見交換 
 トゥカーン所長との話し合いの結果、SESAME とアッラーン村との関係構築に役立てる
べく、1954 年に核研と受け入れ地の田無町（当時）の間で起こった「田無問題」について





 11 月 25 日、報告者は会議の会場である死海のほとりのホテル、Dead Sea Resort Spa 
Hotel に赴き、レウェリン=スミス氏ほか一名の SESAME 委員会メンバーと意見交換をお
こなった。報告者は、「田無問題」の背景とその経緯について、小沼通二氏の協力を得て作
成したレポート（添付資料９）を提出し、この内容を SESAME とアッラーン村の関係構築
のために役立ててほしいと述べた。レウェリン＝スミス氏は 7 月に報告者と SESAME 所長
トゥカーン氏らがおこなった意見交換の内容についても質問し、トゥカーン氏が報告者の
報告内容を軽んじる言動を見せていることを指摘した。SESAME のヨルダン人スタッフが
アッラーン村との関係構築に熱心でないのは、生活水準や学歴に準じた階級差が厳然とし
て存在する、ヨルダン社会そのものの問題が反映されているという報告者の指摘を彼は肯
定し、ヨルダン人スタッフの運営姿勢については、委員会の内部でも問題視されていると
言った。しかしながら、SESAME の今後のためにも、受け入れ地からの理解を得、共存関
係を構築することは重要であると述べ、委員会からもヨルダン人スタッフに注意喚起をお
こなってゆくことを明言した。 
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